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例  言

1 本書は、長野県上田市における各種開発事業に伴 う平成 16年度市内遺跡発掘調査報告書である。

2 調査は、国庫補助事業として上田市 (上 田市教育委員会事務局生涯学習課文化財係)力 実`施した。

3 現地調査は、生涯学習課文化財係尾見智志が行つた。

4 現地調査は、主としてバックホーによる トレンチ調査で行った。バックホーの賃貸借・運転につい

ては、和農興・竹内和好が行つた。

5 本調査に係る資料は、上田市立信濃国分寺資料館に保管してある。

6 本調査にあた り、開発施工主・担当課に調査実施に係る調整等t格段のご協力をいただいた。

また、岡城跡の試掘調査に際しては、河西克造氏にご指導を賜つた。

7 本調査に係る事務局の体制は、次のとお りである。

教 育 長    森大和

教育次長     中村明久

生涯学習課長   関和幸

文化財係長    土屋俊彦

文化財係     中沢徳士・尾見智志・塩崎幸夫

8 本調査に係る作業は次のとおり分担をした:

現 地 調 査      尾見

整 理 作 業      尾見・上原祐子

写     真      尾見

本書執筆・編集      尾見
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(1)内小屋遺跡

1 調査地

2原 因

3 調査 日

4 調査方法

5 調査担当者

上田市大字上野

鉄塔建設

平成 16年 5月 7日

幅約 lmの トレンチを 2本入れる

尾見智志

遺跡の環境 と経過

内小屋遺跡は、伊勢山の陽泰寺から旧松代街道に沿つて北西へ進んだ場所に位置 し、東

側は、神川の浸食により形成された断崖により隔絶されている。「上田市の原始・古代文化」

によると、「縄文時代の石鏃・凹石、後期の上師器などを出土している。」としているのみ

である。今まで、中世の砥石・米山城跡については県指定されている尾根部分に配置され

ている遺構を把握 しているのみであつたが、最近の歩査等により山麓部分の遺構について

も、具体的に把握することができるようになってきた。

当該事業については、平成 16年 4月 14日 付で土木工事等の届出があり、それに対 し

て平成 16年 4月 23日 付で長野県教育委員会より通知があった。それに伴って、上田市

教育委員会は平成 16年 5月 7日 に試掘調査を行 うこととした。

調査の結果

Tr01002を 設定して調査を行つた。各 トレンチとも、耕作土の下は茶褐色土

層であつた。この土層の下位からは、扁平な川原石が出土した。これ らの石には、石

敷状の遺構あるいは礎石状を呈するものも確認された。この周辺からは、内耳鍋片な

ども出土した。地元の人の話によると、昔からこの土地では耕作時に多量の川原石が

出土してお り、周辺の石積に使用 しているとのことであった。また、多量の川原石の

出土とその出土状況から推定すると、石敷の遺構があった可能性が示唆される。一方、

内小屋遺跡は縄文時代や平安時代の遺跡ともされていることから、 トレンチを地山層

まで掘 り下げたが当該期の遺構・遺物は確認できなかった。

これ らのことから、当該地には中世の遺構の存在が考えられるに至った。その為、

敷石あるいは礎石が残存 している可能性のある場所を避けることを目的に、鉄塔本体

付近の表土を取り除いて遺構・遺物の有無を調査 した。その結果、鉄塔本体付近には

川原石が見られず、遺物も確認することができなかった。

主な出土遺物は次のとおりである。

Tr01(内 耳鍋片)・ Tro2(陶 器片・内耳鍋片)
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第 1図 内小屋遺跡 (鉄塔建設)
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(2)千曲高校遺跡

1 調査地

2原 因

3 調査 日

4 調査方法

5 調査担当者

上田市大字中之条

共同住宅建設

平成 16年 5月 14日

幅約 lmの トレンチを3本入れる

尾見智志

遺跡の環境 と経過

千曲高校遺跡は、千曲高校を中心として帯状に拡がる千曲川の河岸段丘上に立地 してい

ると思われる。当該遺跡は多くの小字にひろがつていることから、千曲高校遺跡群 という

名称が適当な遺跡であると思われる6出土遺物から縄文時代・弥生時代後期から古墳時代・

奈良、平安時代の遺構が存在すると思われる。千曲高校遺跡では、旧陸軍の上田飛行場建

設時に多くの出土遺物があつたことが伝えられている。戦後も、千曲高校の移転・修築等

により多くの遺物が出土してお り、 1976年 には千曲高校の改築に伴い発掘調査が行わ

れた。A・ B・ J・ K・ Lの各地区で発掘調査を行った。A地区からは、旧陸軍上田飛行

場の建物跡と古銭 (天祐通宝)の出土が確認された。B地区からは、平安時代に属するも

のと思われる竪穴住居跡が確認 された。 J地区からは、弥生時代後期の竪穴住居跡が確認

された。 L地区からは、土坑が確認された。

本件については、平成 16年 4月 16日 に開発事業届に係る現地調査を行い、当該地区

が遺跡の範囲に含まれることを伝えた。その後、保護協議を経て平成 16年 5月 14日 に

試掘調査を行い、竪穴住居跡等の遺構・遺物を確認した。平成 16年 5月 24日 に再度の

保護協議を行い、基礎工の変更で対応できるかどうかを検討 し遺跡保護の合意を得た。

調査の結果

Tr01002003を 設定して調査を行つた。Tr01か らは、弥生時代後期の

竪穴住居跡 (1軒)と 土坑が確認された。Tro2か らは、弥生時代後期の竪穴住居

跡 (2軒)と 土師器片の出土する竪穴住居跡 (1軒)が確認された。Tro3か らも、

土師器片が出土する竪穴住居跡 と思われるもの (1軒)が確認された。土師器片は、

小片が多く時期決定をするには問題があるが、胎土・焼成・器面の調整等から古墳時

代に属するものと思われる。また、これらの遺構は地表面から45～ 6 0cmの深さで

検出された。一方、竪穴住居跡の分布状況をみると、遺構は密集することなく適度な

間隔をおいて存在していることが推定される。

主な出土遺物は次のとお りである。

Tr01(弥 生時代後期の土器片)OTro2(弥 生時代後期の土器片・古代の土師器

片)・ Tro3(古 代の土師器片)
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第 2図 千曲高校遺跡 (共同住宅建設)
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(3)八幡裏遺跡

1 調査地

2原 因

3 調査 日

4 調査方法

5 調査担当者

上田市中央北三丁目

官舎建設

平成 16年 5月 31日

幅約 lmの 卜L/ンチを2本入れる

尾見智志

遺跡の環境 と経過

人幡裏遺跡は、太郎山南麓の黄金沢を中心とした小河川により形成された扇状地の西端

部に位置 している。これは、思川遺跡・大星前遺跡・海善寺裏遺跡・新田遺跡・道祖神遺

跡 0人幡東遺跡 0人幡裏遺跡などの総称として人幡裏遺跡群とすべき遺跡である。各遺跡

からは、縄文時代から奈良、平安時代の上器片等の遺物が出土しているとされている。当

該遺跡群では、平成 6年から長野県職員住宅・国立長野病院建設および病院関連の整備事

業・道路改良工事等が実施され、それに伴い 6次にわたる発掘調査が行われている。これ

らの調査からも、縄文時代から奈良、平安時代にわたる遺構・遺物が確認されている:

上田市教育委員会は、平成 16年 4月 28日 に関東信越国税局から事業を行 う予定があ

る旨の連絡を受けた。当該地は第 5次調査の場所の北に隣接 し、その調査結果では「さら

に北に広がる可能性がある」 (『人幡裏遺跡 V』 1999上 田市教育委員会)と 指摘されている

ことから、遺跡の有無の確認を行 う必要が生じた。平成 16年 5月 6日 に現地調査を行い、

当該地について遺跡の有無の確認を行う必要がある旨を伝えた。平成 16年 5月 31日 に

試掘調査を行ったが、遺構・遺物は確認できなかった。

調査の結果

Tr01002を 設定して調査を行つた。まず、Trolを 北側から南側 (山側か

ら谷側へ)へ と設定して土砂の堆積状況を確認 した。Tr01の 北側では、三度の埋

め立を確認することができた。最下層の埋土の下は砂礫層 (7層 )であった。南側で

は、埋土の下には黒褐色土層 (4層 )を確認することができた。その下には茶褐色土

層 (5層 )が確認 され、砂礫層はこの茶褐色土層の下に認められた。第 5次調査による

と、茶褐色土層 (5層 )付近が遺構検出面であると考えられる。これらのことから、当

該地内南側に東西に延びるTro2を 当該地南側に設定して遺跡の有無を確認 した。

しかし、遺構・遺物を確認することはできなかった。その結果、遺跡は当該地までは

及んでいないことが推定されるに至った。
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(4)中吉田遺跡

1 調査地      上田市大字芳田

2 原 因      共同住宅建設

3 調査 日      平成 16年 6月 10日

4 調査方法     幅約 lmの トレンチを3本入れる

5 調査担当者    尾見智志

遺跡の環境 と経過

中吉田遺跡は、烏帽子岳山麓線沿いにひろがる遺跡で多くの小字にわたって立地してい

ることから、中吉田遺跡群という名称が適当な遺跡であると思われる。出土遺物から縄文

時代から奈良、平安時代の遺構が存在すると思われる。当該地は、その中の戎田遺跡に該

当し、「上田市の原始・古代文化」によると「土師後期の杯・甑の破片などが出土している。」

としている。

本件については平成 16年 5月 17日 に開発事業届に係る現地調査を行い、当該地区が

遺跡の範囲に含まれることを伝えた。その後、保護協議を経て平成 16年 6月 10日 に試

掘調査を行ったが、遺構は確認できなかった。

調査の結果

Tr01002003を 設定して調査を行つた。耕作土の下は灰黒褐色土層であり、

その下位からは人頭大から幼児大までの礫が多量に出土したために掘削は困難を極め

た。 しかし、どの トレンチについても、南側の掘削になると礫群は減少 した。地表面

には土器片が散見されることから遺構の発見が期待されたが、調査ではTro3の 北

端から3点の土器片が出土したのみであつた。この土器片は大きな礫が混入する地層

に含まれていることから、①付近に存在する遺跡・遺構からの流れ込みか、②古くか

らの当該地の整地により遺跡が破壊されていることが考えられる。なお、近所で耕作

をしていた男性への間き込みによると、中吉田地区では地表面の下は礫群に覆われて

いるとのことであった。

主な出土遺物は次のとお りである。

Tr03(古 代の土師器片・須恵器片)
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(5)宮脇遺跡

1 調査地

2 原 因

3 調査 日

4 調査方法

5 調査担当者

上田市大字築地

店舗建設

平成 16年 10月 26027・ 28日

幅約 lmの トレンチを 14本入れる

尾見智志

遺跡の環境 と経過

宮脇遺跡は、ひる沢り||お よび産川により形成された自然堤防上あるいは氾濫原に立地し

ている。当該遺跡については平成 8年に国道 143号線バイパス建設に伴 う発掘調査が行

われている。この発掘調査では七社官に隣接する自然堤防上からは弥生時代終末から古墳

時代初頭にかけての竪穴住居跡が確認されている。また、自然堤防の背後にあたる調査地

区南側からは、奈良時代から平安時代にかけての掘立柱建物群が確認された。さらに、七

社官に隣接して、中世の土塁の一部と堀跡が確認された:

本件は、平成 16年 4月 15日 に県外所在の事業者側から「埋蔵文化財の所在の有無お

よびその取り扱いについて」の照会があり、平成 16年 4月 16日 付で回答書を送付した。

その後、平成 16年 10月 12日 に試掘調査承諾書が送付されてきたことから、試掘を行

うこととなった。平成 16年 10月 26027028日 に試掘調査を行つたが、一部に遺

構・遺物等が確認された。その為、平成 16年 11月 1日 付で試掘調査終了報告書を送付

し、遺構検出箇所での施工に注意を促した。

調査の結果

Tr01～ 14を設定して調査を行った。Tr01北 側とTro2に ついては、七

社宮から続く半島状の自然堤防を削平 して水田としていることが確認された。遺構は

確認できなかった。Tr01南 側 とTro3か らは、平成 8年の発掘調査地点から続

く堀立柱建物群の柱穴と思われる遺構が確認された。 しかし、Tro4005な どか

らは遺構が確認されなかったことから、遺跡はそれほど広範囲に広がっていないこと

が推定された。Tro6007・ 09010012・ 13014か らは連続する溝状

遺構が確認 された。この溝状遺構からは所属時期を示すような遺物は出土しなかった。

しかし、これは七社宮を取 り囲むように回つてお り、この地にあったとされる中世居

館跡に関係する遺構 とも推測される。

主な出土遺物は次のとおりである。

Tr01(弥 生時代後期の土器片・土師器片)・ Tro2(土 師器片)・ Tro3(土
師器片)・ Tro5(縄 文土器片)・ Tro6(土 師器片)
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な層 :灰黄褐色土層 (地山・粘性が強い)

9層 :礫層 (地山)

第 5図 宮脇遺跡 (店舗建設)
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(6)岡城跡・城遺跡

1 調査地

2原 因

3 調査 日

4 調査方法

5 調査担当者

上田市大字岡

個人住宅建設

平成 16年 1

12月 1

幅約 lmの ト

尾見智志

1月 22・ 24025026・ 29030日

・ 2・ 3日

レンチを5本入れる

遺跡の環境 と経過

岡城跡は昭和 47年 4月 1日 に旧川西村との合併により上田市指定文化財 となった。ま

た、城遺跡は「上田市の原始・古代文化」によると「団地の造成によつて、かなりの部分

が破壊 されている。前期から晩期の上師器、前期の須恵器が、およそ 3,000Jに わたつて

出土している。」としている。岡城跡は、昭和 52年 1月 の回場整備事業に伴 う発掘調査で

三日月堀と外堀に トレンチを設定して土層観察を中心とした調査が行われた。しかし、圃

場整備後の地形の変化および地割の変更による遺構の位置・圃場整備による遺跡の破壊状

況等が不明であつた。

本件は、平成 14年に地権者側から住宅建設の要望が伝えられた。その後、数回の協議

を重ねて、遺跡の現状確認を行 うこととなった。平成 16年 11月 17日 に地権者と埋蔵

文化財の保護協議を行い、試掘調査を行 うこととした。調査は平成 17年 11月 22日 か

ら平成 17年 12月 3日 まで行つた。その結果、三日月堀および外堀の残存状況と位置が

確認できた。また、城遺跡についても古墳時代から奈良・平安時代の遺構・遺物が確認 さ

れたことから、城遺跡の北端を想定することができた。

調査の結果

Tr01～ 05を設定して調査を行つた。Tr01で は、その北端に三日月堀の跡

が確認 された。これは、圃場整備事業による道路拡幅によリー部が道路の下となって

いることが判明 した。Tr01の 南端では外堀の跡と城遺跡の遺構と思われる土坑が

確認 された。Tro2003で は三日月堀の規模および形状を確認 した。Tr040
05では三日月堀と外堀との関係および形状を確認 した。調査結果から、①土層観察

により、明治 23年作成の地籍図で確認できる三 日月状を呈する水田は三日月堀跡を

利用 していたこと②三日月堀は最大幅約 18m・ 最深約 3mと推定されること③三 日

月堀の端と外堀の間には礎石をもつ構築物が存在 したことが確認された。

主な出土遺物は次のとおりである。

Tr01(古 代の土師器片・須恵器片・中世の陶器片)・ Tro3(古 代の須恵器片)・

Tr05(古 代の土師器片・須恵器片)
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3層

4層

5層

6層

7層

8層
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13層
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15層

耕作土

埋士① (茶褐色土層・円礫、ゴミ等含む)

埋土② (黄褐色土層・拳大の円礫を含む)

埋土③ (黒茶褐色土層・拳大の円礫を含む)

礫①層

埋土④ (灰黒褐色土層・茶褐色土をブロック状に含む)

礫②層 (砕石)

灰黄褐色土層 (砂質)

灰黒茶褐色土層

灰黒褐色土層 (砂質・礫を含む)

埋土⑤ (灰褐色土層・砂質・黄褐色土混じる)

埋土⑥ (黄褐色土層・灰色土をブロック状に含む)

埋土⑦ (茶褐色土層・黄褐色土混じる)

灰黒褐色土層 (粘性が強い)

青灰色土層 (粘性が強い)

ソ

さ
ご

さ
ご

16層

17層

18層

19梶彗

20層

21層

22梶彗

23層

24層

25層

26層

灰黒褐色土層 (拳大の礫を含む)

礫③層 (黒茶褐色土を含む)

灰色土層 (粘
′性が強い)

青灰色土層 (黄褐色土混じる・粘性が強い)

緑灰色土層 (粘性が強い)

黄褐色土層 (シル ト質・灰色土混じる)

黄褐色土層 (粘性が強い)

暗赤褐色土層 (多量の礫を含む)

砂礫層 (黒褐色土を含む)

砂層 (灰黒褐色を呈する)

礫層 (黄褐色を呈する)

y

第 7図  トレンチ土層①
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(7)築地遺跡

1 調査地

2原 因

3 調査 日

4 調査方法

5 調査担当者

上田市大字築地

市指定文化財周辺整備事業

平成 16年 12月 6日

幅約 lmの トレンチを 2本入れる

尾見智志

遺跡の環境 と経過

築地遺跡は産川と浦野川が合流する地域に所在 し、沖積扇状地上に微高地や後背湿地が

認められるとともに、産川により形成された河岸段丘も認められる。築地遺跡は、多くの

小字にわたつて立地していることから、築地遺跡群という名称が適当な遺跡であると思わ

れる。このことから、当該地は築地遺跡群の中の蔵之台遺跡の範疇となり、「上田市の原始・

古代文化」によると「弥生後期の箱清水式土器、後・晩期の土師器などが表採される。」と

している。築地遺跡群では、駕籠田遺跡が平成 9年に圃場整備事業に伴い発掘調査が行わ

れた。発掘調査では、弥生時代後期の竪穴住居跡・奈良時代から平安時代にかけての竪穴

住居跡・堀立柱建物群などが確認された。また、当該地が東山道通過地点に比定されてい

ることから、確認された道路状遺構は堀立柱建物群と共に東山道との関係が注目されてい

る。

本件は、上田市指定文化財の倉沢家住宅の敷地内であり、駐車場を設置するなどの整備・

活用計画を立てる上から、遺跡の有無の確認を行 うこととなった。平成 16年 12月 6日

に試掘調査を実施したところ、遺構・遺物が確認された。整備・活用計画については、埋

蔵文化財の保護の視′点も加わることとなった。

調査の結果

Tr01002を 設定 して調査を行つた。いずれの トレンチからも竪穴住居跡・土

坑が確認された。これ らは、出土遺物から平安時代前期に属する遺構と思われる。上

田市の埋蔵文化財分布地図では当該地域は遺跡の範囲から除かれていたが、今回の調

査結果により遺跡は拡がっていることが確認できた。

主な出土遺物は次のとお りである。

Tr01(古 代の土師器片・須恵器片)OTro2(古 代の土師器片)
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(市指定文化財周辺整備事業)第9図 築地遺跡
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(8)染屋台条里水田跡遺跡 1

1 調査地

2原 因

3 調査 日

4 調査方法

5 調査担当者

上田市大字上野

共同住宅建設

平成 17年 1月 27日

幅約 lmの トレンチを4本入れる

尾見智志

遺跡の環境 と経過

染屋台条里水田跡遺跡は、上田市の北東部で千曲川と神川によって形成された河岸段丘

上に位置する。この台地は、通称染屋台と呼ばれている。上田市の遺跡分布図では台地全

体が条里水田跡として括られてお り、条里水田跡以外の詳細な遺跡分布調査はなされてい

ない。 しかしながら、今までにも幾つかの遺跡が試掘調査によつて確認されており、台地

上の遺跡の状況も解明されつつある。

本件は平成 17年 1月 13日 に開発事業届に係る現地調査を行い、当該地区が遺跡の範

囲に含まれることを伝えた。その後、保護協議を経て平成 17年 1月 27日 に試掘調査を

行ったが、遺構・遺物は確認できなかった。

調査の結果

Tr01002003004を 設定して調査を行つた。耕作土の下は黄褐色土層で

あり、その下に地山となる茶褐色土層が確認 された。いずれの トレンチからも遺構・

遺物は確認できなかった。また、条里水田の痕跡も確認できなかった。
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(9)染屋台条里水田跡遺跡 2

1 調査地

2原 因

3 調査 日

4 調査方法

5 調査担当者

上田市大字古里

共同住宅建設

平成 17年 2月 9日

幅約 lmの トレンチを3本入れる

尾見智志

遺跡の環境 と経過

染屋台条里水田跡遺跡は、上田市の北東部の千曲川 と神川によって形成された河岸段丘

上に位置する。この台地は、通称染屋台と呼ばれている。上田市の遺跡分布図では台地全

体が条里水田跡 として括られてお り、条里水田跡以外の詳細な遺跡分布調査はなされてい

ない。 しかしながら、今までにも幾つかの遺跡が試掘調査によって確認されており、台地

上の遺跡の状況も解明されつつある。

本件は平成 17年 1月 13日 に開発事業届に係る現地調査を行い、当該地区が遺跡の範

囲に含まれることを伝えた。その後、保護協議を経て平成 17年 2月 9日 に試掘調査を行

ったが、遺構・遺物は確認できなかった。

調査の結果

Tr01002003を 設定して調査を行った。耕作土の下は黄褐色土層であり、

その下に堅緻な黒褐色土層あるいは黄褐色土層が確認された。いずれの トレンチから

も遺構・遺物は確認できなかった。また、条里水田の痕跡も確認できなかった。
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(10)上田原遺跡

1調 査 地

2 原  因

3確 認 日

4 確認方法

5確 認 者

上田市大字上田原

耕作地整備

平成 16年 5月 25日

現地歩査

尾見智志

遺跡の環境 と経過

上田原遺跡は、千曲川の第 2段丘面で通称上田原台地と呼んでいる台地端部に立地して

いる。上田原遺跡は、多くの小字にわたつて立地していることから、上田原遺跡群という

名称が適当な遺跡であると思われる。当該遺跡は、縄文時代から中世にわたる遺跡である

と思われる。本件の位置は塚原遺跡の範疇に該当し、「上田市の原始・古代文化」によると、

「縄文前期の南大原式・下島式、中期の勝坂式・加曽利 E式の土器、石鏃・打製石斧・凹

石、後・晩期の上師・須恵器片などを出土している。また、この畑地内から多くの五輪塔

を出土し、戦国時代の墳墓址と考えられる。弥生後期の箱清水式土器、後 0晩期の土師器

などが表採される。」としている。塚原遺跡は、平成 6年に県営球場建設に伴い発掘調査が

行われた。発掘調査では、縄文時代中期の竪穴住居・縄文時代晩期から弥生時代前期にか

けての土坑群・弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての竪穴住居、周溝墓、木棺墓・古

墳時代後期の古墳、礫床墓・平安時代の竪穴住居、土坑墓などが確認された。

本件は、平成 16年 5月 に畑の耕作中に土器が出土したことを、上田市立国分寺資料館

の倉沢館長を経由して連絡を受けたことによる。その後、耕作関係者から土器の引き渡 し

を受けるとともに現地の歩査を行つた。現場では、すでに土器の出土した耕作による穴は

埋められており、遺構の存在等の確認をすることはできなかったが、地表面を精査したと

ころ、同一個体と思われる破片が採取された。

調査の結果

出土した土器は、縄文時代晩期から弥生時代前期にみられる条痕文系土器である水

神平式土器の系譜に該当するものであることが確認された。器種は壺で、胎土に長石

等を含む非在地系の胎土であった。破片は口縁から頸部 0月同部・底部まで揃つており、

同一個体のものとみられるが、完全復元できるほど多くの破片は揃っていなかった。

このことから、土器は何 らかの遺構に伴って埋まっていた可能性が高いことが推定さ

れる。また、この地点から土器が出土したことから、平成 6年の発掘調査地点から当

該地域までの範囲に縄文時代晩期から弥生時代前期にかけての遺跡が拡がつているこ

とが確認 された。
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No。 年度 遺 跡 名 調 査 結 果 備 考

H4 卯町遺跡 な し

2 H6 染屋台条里水 田跡遺跡 遺構 。遺物等確認 古城遺跡 として調査

3 H7 染屋台条里水田跡遺跡 1 遺構 0遺物等確認 大畑遺跡 として調査

4 H7 染屋台条里水田跡遺跡 2 な し

5 H7 染屋台条里水田跡遺跡 3 な し

6 H7 染屋台条里水 田跡遺跡 4 遺構・遺物等確認 古城遺跡 として調査

H8 西之手遺跡 遺構 0遺物等確認 西之手遺跡 として調査

8 H8 染屋台条里水田跡遺跡 な し

9 H8 上沖遺跡 遺構・遺物等確認 上沖遺跡 として調査

10 H9 染屋台条里水 田跡遺跡 I な し

H9 染屋台条里水 田跡遺跡 遺構 0遺物等確認 西之手遺跡

12 H9 染屋台条里水田跡遺跡Ⅱ な し

13 Hll 染屋台条里水田跡遺跡 な し

14 H12 染屋台条里水 田跡遺跡 (1 な し

15 H12 染屋台条里水田跡遺跡 (2) な し

16 H12 染屋台条里水田跡遺跡 (3) な し

H13 染屋台条里水田跡遺跡 1 な し

18 H13 染屋台条里水 田跡遺跡 2 な し

19 H14 染屋台条里水田跡遺跡 1 な し

20 H14 染屋台条里水田跡遺跡 2 な し

21 H14 染屋台条里水田跡遺跡 3 な し

22 H14 染屋台条里水 田跡遺跡 4 な し

23 H14 染屋台条里水 田跡遺跡 5 な し

24 H15 染屋台条里水田跡遺跡 1 な し

25 H15 染屋台条里水田跡遺跡 2 な し

26 H15 染屋台条里水田跡遺跡 3 な し

41 H16 染屋台条里水 田跡遺跡 1 な し

42 H16 染屋台条里水 田跡遺跡 2 な し

以上、試掘調査

27 S58 創地の信濃国府跡推定地確認調査 I 古墳後期の遺構 0遺物

28 S59 創地の信濃国府跡推定地確認調査Ⅱ 西之手遺跡

29 S60
創地の信濃国府跡推定地確認調査Ⅲ

A地点

弥生 。古墳前期 と後期の土器片

30 S60
創地の信濃国府跡推定地確認調査Ⅲ

B地点

中世前期の陶磁器片

31 S61 創地の信濃国府跡推定地確認調査Ⅳ な し

32 S62
創地の信濃国府跡推定地確認調査V

B地点

な し

33 S62
創地の信濃国府跡推定地確認調査V

D地点

古墳後期の遺物

34 S62
創地の信濃国府跡推定地確認調査V

E地点

古墳後期の遺構 0遺物

35 S62
創地の信濃国府跡推定地確認調査V

G地点

な し

36 H2 柳町遺跡 古墳後期の遺構・遺物 1と 同じ遺跡

37 H8 大畑遺跡 中世前期の遺構 0遺物 3と 同じ遺跡

38 H9 片城 遺跡 平安後期の遺構 。遺物 206と 同じ遺跡

39 H10 上沖遺跡 平安後期・中世の遺構・遺物 9と 同じ遺跡

40 Hll 西之手遺跡 古墳中期～後期の遺構・遺物 7・ 11と 同じ遺跡

表 1 染屋台条里水田跡遺跡における調査状況
(※ 図表は、調査報告書等により確認できる調査について記載 した。また、参考にした報告書名の記載は省略 した。 )
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試掘調査位置図①
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試掘調査位置図②
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試掘調査位置図③
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内小屋遺跡

千曲高校遺跡

八幡裏遺跡

-30-



宮脇遺跡

岡城跡・城遺跡
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岡城跡 。城遺跡 (丁r02)

岡城跡・城遺跡 (丁r01土層)

岡城跡・城遺跡 (礎石)
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染屋台条里水田跡遺跡 1

染屋台条里水田跡遺跡 2
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鋳威遺跡イ

コ ー ド 試掘・事業

区域面積

(ポ )

調 査 原 因

市町村 遺跡番号

占力瑳翫

20203

36 152 鉄塔建設

ギ品嵩緩遭詠 99 1,074 共同住宅建設

りt稽糞美曽iりl 64 1,877 宮舎建設

聯 箇翫 32 2,003 共同住宅建設

管競讐詠 112 13,011 店舗建設

筒城萌・ソ翫 3690370 1,943 個人住宅建設

奨迪遭詠 829 市指定文化財周辺整備事業

栞崖Ъ案量栞瞥跡遭詠 52 2,975 共同住宅建設

藁崖Ъ案量栞瞥跡遭詠 52 4,606 共同住宅建設

I由猿遭詠 110 耕作地整備

※ 遺跡番号の ( )内 は 「上田市の原始 0古代文化」 (上 田市教育委員会 1977年 )に記載された遺跡番号である。
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